
 

吹田市 令和 3 年 11 月定例記者会見資料 

別紙２ 

 
学校教育情報通信ネットワーク再構築 

教職員の働き方改革で子供たちと向き合う時間を充実  
 

１ 取組の概要                                                                            

昨今、全国的に教職員の長時間勤務が問題となっており、学校の負担軽減を図るなどの働き方改革が強

く求められています。 

学校現場と教育委員会の事務負担軽減や、児童・生徒情報の一元管理と効果的な分析による学習指導の

改善等を目的に各種システムを導入し、教職員が子供たちと向かいあう時間の充実を図ります。また、こ

れらの新システムを安定的に運用するために、サーバをクラウド化し増強を図るなど、学校教育情報通信

ネットワークの再構築を行います。 

２ 取組の内容・費用                                                    

【総額 24 億 7912 万 5 千円】※債務負担行為（令和 3～7 年度、令和 3～9 年度） 

 

（１）学校徴収金システムの構築 

教職員が行っていた給食費や教材費などの徴収を教育委員会が一括して行うためのシステムを導入。 

学校現場での業務負担軽減を図ります。(※P.２イメージ参照) 

（２）教職員人事情報・出退勤管理システムの構築 

教職員の人事情報や出退勤情報を電子化し、一括で管理するシステムを導入することで、事務処理の

効率化を図るとともに、適切な労務管理を行います。 (※P.３イメージ参照) 

（３）校務支援システムの再構築 

校務支援システムを再構築し、児童・生徒の属性情報（氏名・生年月日・性別等）や学習評価情報（定

期テスト結果等）、保健情報（健康診断結果等）を一元管理することで、総合的・効果的な分析及び分析

結果の可視化等を行い、学習指導や生徒指導等の改善を図ります。(※P.４イメージ参照) 

（４）クラウド化によるシステム増強とセキュリティ強化 

複数のシステムを円滑に稼働させるためサーバをクラウド化するとともに、セキュリティ強化のた

めに個人情報を扱う校務系とインターネット等を利用する学習系を分けた仕組みとします。 

 

３ スケジュール（予定）                                                                  

令和 3 年 12 月～ 仕様書作成・業者選定 

令和 4 年 4 月～ システム構築 

令和 5 年 1 月～ システム運用開始 
 

 

問合先 

・学校徴収金システムの構築・運用 学校教育室（電話：06-6155-8229） 

・教職員人事情報・出退勤管理システムの構築・運用 教職員課（電話：06-6155-8687） 

・その他ネットワーク再構築業務 教育センター（電話：06-6388-1455） 
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学校徴収金システム構築・運用保守業務 イメージ図 
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【現行『出退勤管理システム』】

【新システム『教職員人事情報・出退勤管理システム』】

⇒機能強化により教育委員会や学校での作業時間を削減

人事記録 府費負担教職員の出退勤管理 市費負担職員の出退勤管理

人事記録 府費負担教職員の出退勤管理 市費負担職員の出退勤管理

導入後の調査で実務を担う教頭の約８割が、

教員の意識が変化したと回答。

⇒導入目的は一定程度達成

会計年度任用職員システムへ

職員が一件ずつ入力

人事記録カード

（手書きの紙媒体） ・紙のタイムカードで打刻

・休暇の申請は紙で提出

紙の書類を職員が目視チェック

教職員出退勤管理システム

・ICカードで打刻

・休暇申請はシステム上で

勤務時間の「見える化」

・各員の勤務状況の把握

・休暇取得状況の管理

・統計情報等としての活用

・情報の抽出や活用が困難

例）名簿の作成に時間がかかる

・セキュリティ面の問題

例）誰が添削、閲覧したか

記録が残らない

・手書きでの記入に多くの

時間がかかる。

・システムでの活用が不可

例）人事異動時、

・府への提出書類の作成

・原簿、名簿類の整備

・年次休暇の付与日数計算

等の処理をそれぞれ別々に

行う必要がある。

また、人事異動を直ちに

システムに反映できない

⇒システムが利用できない

期間が発生

・処理期間が短い中で煩瑣な

作業となっている

・管理方法が府費負担教職員と

市費負担職員で異なる

・人事情報と連動していない

ただし・・・

現行システムの範囲

電子データ

データベース化

システム上での機械的な

エラーチェック・データ抽出や活用が容易に

例）臨機応変な名簿類の作成

・セキュリティ面の強化

例）アクセスログを管理

原本性を担保する

・手書き作業の廃止

○処理の標準化、自動化により作業時間を削減

○学校での全職員の出退勤の一括管理が可能に

⇒学校現場（特に管理職）の負担軽減

○他のシステム等での利活用が可能に

・人事異動時の処理フローを効率化

例）異動情報の仮登録→府への提出書類の作成

→異動発令日に各システムへ反映→年休付与

また、システムが利用できない期間も解消

・ICカードで打刻

・休暇申請はシステム上で

勤務時間の「見える化」

・各員の勤務状況の把握

・休暇取得状況の管理

・統計情報等としての活用

一 体 化

システムからの出力データを

会計年度任用職員システムへ

一括で転記

教職員人事情報・出退勤管理システム構築運用業務 イメージ図 
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学校教育通信ネットワーク再構築業務 イメージ図 


